


■■ システムモニタの起動～設定内容確認
①	システムモニタを起動してください。（ 14ページ手順2-④、⑤）

②	メニューから「設定」を選択してください。

システム設定内容の確認

メニューをタップ 「設定」をタップ

機器情報
パワコン機種名、製造番号、
およびソフトウェアの 
バージョンを表示します。
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自立運転について（停電時）
■■ 自立運転時の注意点

警告

禁止

⿟⿟ �コンセントに以下の製品をつながない。 
電源が切れると生命や身体を害したり、財産に損害を受けるおそれのある機器は、ご使用にならないで
ください。 
自立運転の最大出力電力は200V出力時5.5kVAで、100V出力時は2.75kVAが2回路の合計5.5kVAです。

（電源切替ボックスを使用しない場合は、最大出力電力は100Vが1系統で1.5kVAとなります。） 
使用する機器の消費電力が最大出力を超える場合は運転を停止します。 
また、蓄電池ユニットがない場合、あるいは蓄電池ユニットの残量が低下した場合、自立運転の最大出
力は太陽電池の出力に依存し、天候により変動します。

●●商用電源が停電したとき、ハイブリッドパワコンは自動的に連系運転から自立運転に切り替わります。
電源切替ボックス併用の場合、家庭内の配電盤に電力が供給されます。 
電源切替ボックスを併設せず、特定の非常用コンセントをご使用の場合、非常用コンセントに電力が供給されます。
使用可能なコンセント数は1口のみで、最大出力は1.5kVAとなります。 

（詳細は、販売店にお問合せください）

●●使用できる電力には限りがあります。
自立運転は単相3線出力で、最大出力は200V出力時に最大5.5kVA、100V出力時は最大2.75kVAが2回路分あり
ます。電源切替ボックスを使用しない場合は100V出力、最大1.5kVAとなります。
使用する電気機器の消費電力の総計が自立運転の最大出力を超えた場合、自立運転出力は保護回路が働き停止 
します。
このような場合、使用する電気機器を減らすか、電気機器の設定を低消費電力モードにするなど、調整をお願いします。
自動的に自立運転を再開します。

●●自立運転開始時、電気機器の起動する電力が大きい場合、運転を停止します。
自立運転時に大型空調機、大型洗濯機、ポンプ負荷等をご使用の場合、起動する電力が大きくなるため運転を停止
する場合があります。 
このような場合、使用する電気機器を減らすか、電気機器の設定を低消費電力モードにするなど、調整をお願いします。
自動的に運転を再開します。

●●自立運転中に特定の電気波形（半波整流）を有する機器（ドライヤー、温水洗浄便座、電気カーペットな
どの一部の機器）を使用すると一時的に運転が停止する場合があります。
その場合は該当機器を使用しないでください。

●●自立運転中に使用している電気機器が途中で使えなくなる場合があります。
自立運転は太陽電池出力と蓄電池に蓄えた電力を利用します。そのため、蓄電池の充電状態や太陽電池の出力 
状態によって、自立運転出力が不安定になることがあり、出力が低下すると自立運転は自動的に停止します。

●●本製品には無停電電源装置（UPS）機能を備えていません。
商用電源が停電した場合、本装置は一時的に運転を停止し、約10秒で自立運転に切り替わり電力供給を行います。
商用電源が正常に戻ればカウントダウン後に自動的に商用電源との連系運転を再開します。（運転／停止ボタンを 
操作する必要はありません） 
UPS機能が必要な電気機器には使用しないでください。

注意

必ず守る

⿟⿟ �自立運転開始後に異臭や異音がした場合は、ただちにハイブリッドパワコンの運転を停止する。
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■ 停電になったときは
①	商用電源が停電すると、自動的に連系運転から自立運転に切り替わります。

②	電源切替ボックスを併設せず非常用コンセントをご使用の場合は非常用コンセントに使用したい
電気機器をつなげてください。

③	自立運転出力で宅内のWi-Fiルータが使用可能であれば、システムモニタで、自立運転の運転状況を
確認することができます。
非常用コンセントをご使用の場合は、必ずWi-Fiルータの電源を非常用コンセントにつなげてください。

④	システムモニタを起動し、「現在の発電状況」を確認してください。

■ 商用電源が復電したときは
①	自動的に連系運転に切り替わります。

②	電源切替ボックスを併用していない場合は、非常用コンセントにつないでいた電気機器を
もとのコンセントにつなぎ直してください。

アプリを起動
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お客様準備品

LAN ケーブル

LAN 側

WAN 側 回線終端装置
（モデムなど）

インターネット
回線

データセンター

3G/LTE 回線

ルータまたは 3G/LTE ルータなど

蓄電池対応
ハイブリッド

パワーコンディショナ

インターネットへの接続を設定する
インターネットに接続することでシステムのソフトウェアを常に最新の状態に保つことができます。

ご利用に必要な機器や環境を確認します。

LAN ケーブルで通信回線と接続します。（ 取付工事説明書）参照

インターネット通信に必要な設定をします。

正しく通信できるかテストします。

インターネットへの接続方法

■■ ご利用までの流れ

■■ インターネット配線と器具接続の概略図

ご利用前の確認

通信回線との接続

LAN設定

通信テスト

ご利用開始

⿟⿟インターネット（ブロードバンド）回線
光回線、ADSL、ケーブルTVネットワーク、3G/LTE など、常時接続のブロードバンド回線が必要です。

⿟⿟ブロードバンドルータ
接続機器として有線LAN接続が可能なブロードバンドルータまたは3G/LTEルータが必要です。
アクセスポイント、子機を用いてのルータとの無線通信は推奨しません。親機への有線接続を行ってください。

⿟⿟LAN ケーブル
市販品のLANケーブルをお買い求めいただく場合には、カテゴリ5以上のストレートケーブルをご用意ください。
※�LANケーブルは、ブーツのないものを使用します。 

ブーツ付きの場合、ブーツの部分が取付金具と接触し、 
取り付けができません。

1. 事前準備（お客様がご用意するもの）

2. 器具の接続

ブーツ ブーツなし
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3. ネットワーク設定

①	メニューから「設定」→「ネットワーク設定」を選択します。

②	「LAN設定」ご利用のルータの設定に合わせて、DHCP（IPアドレス自動割付）もしくは固定IPアドレスを
選択し、必要な項目を入力して設定してください。

③	「通信テスト」をタップするとソフトウェア更新サーバとの通信確認を行います。画面の指示に従って
通信テストを実施してください。
通信テストの結果、「通信OK」が表示されたら完了です。
「通信NG」が表示された場合はLANケーブルの接続やLAN設定を確認してください。

ご注意
LAN設定を行うにはハイブリッドパワコンの無線LANと直接接続する必要
があります。（ 19ページ）参照
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こんなときは
蓄電ハイブリッドシステムで何らかの不具合が発生した場合は、システムモニタのトップ画面に赤字で「要点検」と
表示します。「要点検」をタップするとメッセージコードとその内容、および対処方法を表示しますので、表示内容に
沿って対応してください。

画面内に「蓄電池残量表示補正要求」と表示が出た場合はタップして、画面の指示に従って補正を行ってください。
補正が完了すると画面は自動的に元に戻ります。

システムを停止する場合は13ページを参照ください。
代表的なエラーの一覧は33～34ページを参照ください。

ご注意 ⿟⿟蓄電池残量表示の補正は満充電時に自動で行われ、その間には補正の表示は出ません。
⿟⿟満充電にならない状態が続いた場合に蓄電池残量表示補正要求が出る場合があります。
⿟⿟補正の実行中は蓄電池運転モードの設定に関わらず、蓄電モードで動作します。

また、蓄電池の点検時期や出力制御などに関するお知らせがある場合は、システムモニタのトップ画面に「お知らせ」
を表示して通知します。「お知らせ」をタップすると「お知らせ」の内容を表示します。

32



メッセージ 内容 メッセージコード

通信制御ユニットの異常を検知しました。 
お問い合わせ窓口へご連絡ください。

ACC内部異常 A111

出力制御の固定スケジュールの取得に失敗
しました。 
インターネット環境をご確認ください。

固定スケジュール取得失敗 A412

出力制御の固定スケジュールの有効期限が
残り60日以内となりました。 
お問い合わせ窓口へご連絡ください。

固定スケジュール有効期限切れ警告 A511

有効な出力制御の固定スケジュール、更新ス
ケジュールがありません。 
お問い合わせ窓口へご連絡ください。

出力制御スケジュール有効期限切れ A512

蓄電池の異常を検知しましたので蓄電池の
動作を停止しています。 
お問い合わせ窓口へご連絡ください。

BI-DCDC　DCバス側過電圧　バッテリユニット1 C121

BI-DCDC　DCバス側過電圧　バッテリユニット2 C122

BI-DCDC　DCバス側不足電圧　バッテリユニット1 C171

BI-DCDC　DCバス側不足電圧　バッテリユニット2 C172

BI-DCDC ソフトウェア過電流　バッテリユニット1 C211

BI-DCDC ソフトウェア過電流　バッテリユニット2 C212

BI-DCDC - PCS接続異常 バッテリユニット1 C611

BI-DCDC - PCS接続異常 バッテリユニット2 C612

BI-DCDCヒューズ切れ  バッテリユニット1 C621

BI-DCDCヒューズ切れ  バッテリユニット2 C622

BI-DCDCハードウェア過電流  バッテリユニット1 C631

BI-DCDCハードウェア過電流  バッテリユニット2 C632

BI-DCDC_電池ユニットのリレー溶着検出  バッテリユニット1 C641

BI-DCDC_電池ユニットのリレー溶着検出 バッテリ ユニット2 C642

BI-DCDC - バッテリ接続異常　バッテリユニット1 C651

BI-DCDC - バッテリ接続異常　バッテリユニット2 C652

パワーコンディショナの内部の異常を検知
しました。 
お問い合わせ窓口へご連絡ください。

PV-DCDCヒューズ切れ ストリング1 D611

PV-DCDCヒューズ切れ ストリング2 D612

PV-DCDCヒューズ切れ ストリング3 D613

PV-DCDCヒューズ切れ ストリング4 D614

PV-DCDCヒューズ切れ ストリング5 D615

パワーコンディショナの内部の異常を検知
しました。 
お問い合わせ窓口へご連絡ください。

直流過電圧 E151

商用電源の異常を検知しました。 
5分経過しても運転しない場合はお問い合わ
せ窓口へご連絡ください。

交流過電流実効値 E211

交流過電流 E221

直流分漏洩 E231

■■ メッセージコード一覧
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メッセージ 内容 メッセージコード

パワーコンディショナの内部の異常を
検知しました。
お問い合わせ窓口へご連絡ください。

漏洩電流1 E281

INVモジュール 高温 E411

低温停止 E426

内部ファンエラー E621

EEPROM異常　データ異常 E641

EEPROM異常　通信異常 E643

停電のため、パワーコンディショナか
ら電気の供給を行いましたが電気機器
に給電できませんでした。
使用する電気製品を限定してください。
停電時以外で表示された場合はお問い
合わせ窓口へご連絡ください。（注1）

中間電圧異常 e161

蓄電池の異常を検知しましたので
蓄電池の動作を停止しています。 
お問い合わせ窓口へご連絡ください。

ESS WakeUp 不良　バッテリユニット1 S761

ESS WakeUp 不良　バッテリユニット2 S762

ESS起動不良状態 バッテリユニット1 S771

ESS起動不良状態 バッテリユニット2 S772

ESS使用禁止状態 バッテリユニット1 S781

ESS使用禁止状態 バッテリユニット2 S782

ESS手動復帰状態 バッテリユニット1 S791

ESS手動復帰状態 バッテリユニット2 S792

パワーコンディショナの内部の異常を
検知しました。 
お問い合わせ窓口へご連絡ください。

AC端子台温度異常 T611

DC端子台温度異常 T612

リレー溶着検出 T621

リレー溶着検出タイムアウト T622

しばらく経っても運転しない場合は 
お問い合わせ窓口へご連絡ください。

CTユニット異常 T631

パワーコンディショナの内部の異常を
検知しました。 
お問い合わせ窓口へご連絡ください。

サーミスタオープン T641

サーミスタショート T642

パワーコンディショナ内部異常1 T651

パワーコンディショナと通信できませ
ん。 
お問い合わせ窓口へご連絡ください。

PCS通信異常継続 Z521

ご注意
⿟⿟メッセージコードは他にもありますが、この表では対処が必要なものを掲載しています。

こんなときは（つづき）

（注1）自立運転中に特定の電気波形（半波整流）を有する機器（ドライヤー、温水洗浄便座、電気カーペットなどの
一部の機器）を使用すると運転が停止する場合があります。その場合は該当機器を使用しないでください。
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製品お取り扱いに関するお問い合わせ

ネットワーク設定・クラウドに関するお問い合わせ

修理に関するお問い合わせ

0120-885-394
営業時間 9:00～18:00（弊社指定定休日除く）

0120-444-367
営業時間 9:00～18:00（弊社指定定休日除く）

0120-885-394
営業時間 9:00～18:00（弊社指定定休日除く）

お電話でのお問い合わせは時間帯により混雑し、お繋ぎするまでにお時間が掛かる場合がございます。

※GW・夏季・年末年始の休業日については、EIBS7特設ホームページの新着情報にてご案内いたします。

http://www.enetelus.jp/eibs7/

本製品の修理や移設、再設置が必要となる場合のおねがい
お客様自身による本製品の修理や移設、再設置は絶対に行わないでください。また、このような作業が必要とな
る場合には、お買い上げの販売店にご相談ください。 
本製品は、運転を停止してもハイブリッドパワコン本体には電圧が残っていますので、感電やけがのおそれ、火災、
ハイブリッドパワコン本体および蓄電池ユニットの故障の原因になります。

本製品の使用を終了するなどの場合の電力会社へのご連絡のおねがい
本製品は、系統連系を行うシステムのため、以下のような場合には、お客様ご自身が契約されている電力会社に
届出を行う必要があります。 
詳しくは、お買い上げの販売店にご相談ください。

【電力会社への連絡が必要となる場合の例】
①本製品の建物からの取り外しや移設を行う場合
②建物の譲渡に伴う電力会社との契約者名義変更が発生する場合
③本製品の使用を終了する場合

蓄電池ユニットがご不要になった場合の対応について
本製品は、リチウムイオン蓄電池を使用しています。リチウムイオン蓄電池は、リサイクル可能な貴重な資源で
す。また、使用済みリチウムイオン蓄電池を適正かつ安全に処理するためには、専門知識と設備が必要となります。
そこで、本製品がご不要（廃棄）になった場合は、当社ご相談窓口にお問い合わせください。

【リチウムイオン蓄電池導入に関する補助金を受けられた方へ】
公的な補助金の支給を受けて本システムを導入する場合、ご購入者様は本システムを法定耐用年数（6年）の期間
適正な管理・運用を図る必要がある場合が有りますのでご注意ください。

■■ 製品の移設・譲渡・利用の終了について

■■ お電話でのお問い合わせ
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こんなときは（つづき）

本製品を長期間使用しない場合の対応
本製品を長期間使用しない場合は、主幹ブレーカやハイブリッドパワコン用ブレーカは「OFF」にせず、系統電
源から本製品への電力供給が継続されている状態にしてください。 
本製品は、使用していない場合でも待機電力が必要で、またわずかですが自己放電もあり、長期間使用しない 
場合は、蓄電池が完全に放電してしまうことがあります。 
本製品には、電池に貯めた電力を使い切った場合、自動的に蓄電池に充電を行う機能を搭載しています。しかし、
主幹ブレーカやハイブリッドパワコン用ブレーカが「OFF」の場合、蓄電池の充電が行えず、自動保護機能が 
働き、「使用停止」の状態となる場合があります。 
万一、「使用停止」の状態となった場合には、当社作業員による点検の上、再起動操作※が必要となりますので、
お買い上げの販売店にご連絡ください。
※点検、再起動操作は有償での対応となります。

■■ 長期間使用しない場合の対応について

蓄電池ユニットが残量0%の状態で充電ができない状況が2日以上続くと、蓄電池ユニットの過放電を防止する 
ために、蓄電池ユニット内部の開閉器が自動的に「OFF」になります。開閉器が「OFF」になった場合は、 
蓄電池ユニットを再度使用する際にメンテナンスが必要となります。 
ハイブリッドパワコンを長期間停止する、あるいは住宅分電盤の連系ブレーカを長期間「OFF」にする必要 
がある場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

ご注意
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前面パネル

放熱孔（上部）

本体

＜底面＞

放熱孔（底部）

放熱孔

点検とお手入れのしかた

●●事故を防止するため、下記点検を必ず行ってください。

点検項目

対処方法

ハイブリッドパワコン、および蓄電池ユニット

放熱孔が、ほこりや物でふさがっていませんか。

必ずハイブリッドパワコンの運転を停止させ、機器の温度が完全に冷えてから、「お手入れのしかた」 
（下記）にしたがって、ほこりや物を取り除いてください。

※�起動時や発電電力が大きいときに、運転音が少し大きくなることがありますが、故障ではありません。 
使用環境、放電の動作状況などにより、劣化の速度が異なります。

■■ 通常の点検

■■ お手入れのしかた

ハイブリッドパワコン、蓄電池ユニットの表面が汚れたときは、乾いた布などでからぶきをしてください。

ご注意 ⿟⿟ベンジン、シンナーや油系の洗剤を使用しないでください。 
また、水をかけないでください。

＜ハイブリッドパワコン＞ ＜蓄電池ユニット＞
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よくあるご質問

メッセージコード【G***】が表示された

商用系統に関するエラーです。
商用系統の品質が不安定になったり、停電（瞬時停電も含む）が発生した場合に表示されます。
10分程度お待ちいただいても表示が消えない場合や頻発する場合はご契約の電力会社にご相談ください。

メッセージコード【E***】が表示された

ハイブリッドパワコン内部のエラーです。
しばらく待ってもエラーが消えない場合は、弊社ご相談窓口にメッセージコードをお知らせください。

電圧抑制とは何ですか？

太陽光発電システムのパワーコンディショナには、電圧が上昇したときに出力電力を抑制する機能（電圧上昇抑制 機能）が組み
込まれています。 パワーコンディショナは出力電圧を常に監視しています。あらかじめ設定された整定値を超えたことを検出す
ると、 電圧上昇抑制機能が働きます。

不具合対応を依頼したい。

弊社ではお客様への出張修理対応におきまして、ご販売店様を通じてお申込みいただくこととなっております。
お手数ですが、ご購入いただきましたご販売店様へのご相談をお願い致します。

表示ユニットの電池マークが点滅する

表示ユニットの表示では蓄電池の残量が25%未満になると電池のマークが点滅してお知らせする仕様となっております。
スマートフォンの画面で確認した際にはこの現象（電池マークの点滅）は発生しません。
機器の異常ではありませんので安心してご使用ください。

自動切替器からカチカチ音がする

蓄電ハイブリッドシステムでは、蓄電池に蓄えた電力を放電する際に放電した電力を売電しないように逆潮流防止検出機能を搭
載しております。
このため、蓄電池が連系放電運転中にお使いの電化製品の消費電力が急激に低下した場合、放電電力が追従しきれず逆潮流防止
機能が働いてしまう場合があります。
逆潮流防止機能が働きますと、パワーコンディショナは一時的に停止し、すぐに連系準備中となり、連系運転を再開します。
自動切替器はパワーコンディショナが停止した際と運転を再開した際にそれぞれ切り替わりますので、自動切替器から切り替え
音が聞こえます。
この動作は機器の異常ではなく、保護動作ですので安心してご使用下さい。

夜間に停電になります（契約ブレーカ、スマートメーターが切れます）

蓄電ハイブリッドシステムEIBS7では充電電力量が少ない場合、夜間に商用電源側から強制充電運転を行います。
この時、最大5.5kW（200V-27.5A）で充電を行いますが、例としてお客様宅の電力契約が6kVAで5.5kW充電運転している最中に500W
以上消費する電化製品を使用すると契約容量を超えるため契約ブレーカー（あるいはスマートメーター）が遮断します。（エコ
キュートの運転と強制充電の時刻が重なっている場合は発生しやすい状況になります）
・2020年10月12日に弊社でリリースした契約容量設定による充電電力調整機能を導入し、設定を行う（お買い上げのご販売店様に
ご相談下さい）
・電力契約容量の契約内容見直しを行う

メッセージコード【s461/s462/s463】が表示される

蓄電池の温度が-10℃を下回ると表示されるメッセージコードとなります。
蓄電池セルの温度が-5℃を上回ると自動的に復帰いたします。
上記条件に該当の場合は機器の故障ではございません。
※当該エラー表示が出ている状態でも太陽光発電は行っております。
冬季の早朝、夜間で表示された場合は気温の上昇に伴い復帰いたしますのでご安心ください。
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最新の「よくあるご質問」はこちらにも掲載されていますので合わせてご参照ください。

http://www.enetelus.jp/qanda/
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仕様
■■ 蓄電池対応ハイブリッドパワーコンディショナ

EHF-S55MP3B EHF-S80MP4B EHF-S99MP5B

蓄電池ユニット
入出力

定格入出力電圧 330V

入力数 1

定格入出力電力 5.7kW(AC5.5kW充電時5.3kW 入力 / AC5.5kW放電時5.7kW 出力）

最大入出力電流 20A

太陽電池入力

入力運転電圧範囲 DC30～450V

最大入力電圧 DC450V

入力数 3 4 5

1回路あたりの最大入力電力 2150W

1回路あたりの最大入力電流 10.3A

連系入出力

定格出力電圧 202V

定格出力電流 27.5A 40.0A 49.5A

定格出力容量 5.5kW 8.0kW 9.9kW

定格周波数 50/60Hz

定格電力変換効率 96.0%（定格出力時）

自立出力

定格出力電圧 AC101±6V, AC202±20V

定格周波数 50/60Hz±1%

定格出力電力 5.5kVA（電源切替ボックスを使用しない場合1.5kVA）

騒音（定格） 40dB以下（周囲温度40℃連続運転）

使用周囲温度 -20～45℃

使用周囲湿度 90%RH以下（結露なきこと）

本体質量 30kg 33kg 33kg

寸法
幅445mm×高さ698mm×奥行198mm 

（壁掛金具・突起部は除く）

※上記仕様は規定の試験条件により計測しています。
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■ リチウムイオン蓄電池ユニット

EOF-LB70-TK

定格容量 7.04kWh（0.3CA放電（25℃））

初期実効容量 6.2kWh（JEM-1511による）

定格出力可能時間 65分（蓄電池のみで運転した場合）

入出力範囲 DC290V～450V

最大入力電力 5.7kW(※1)		(AC5.5kW充電時5.3kW)

最大入力電流 20A

最大出力電力 5.7kW(※1)	(AC5.5kW放電時5.7kW)

最大出力電流 20A

冷却方式 自然空冷

外形寸法 580×1070×459mm（据置き脚を含む、突起部は除く）

質量 130kg

動作温度範囲 -10～45℃

設置場所 屋内(※2)/屋外

※1	動作温度範囲内であっても低温時、高温時には電力が低下します。

※2	屋内設置の場合は密閉された空間ではなく、換気が十分にできる場所に限定して設置してください。

本紙および同梱の取扱説明書の内容は、製品の仕様変更などで予告なく変更される場合があります。
最新版は当社ホームページからご覧になれます。
当社カタログダウンロードページ：	https://www.enetelus.jp/download.html
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